
（写真上）
早朝に始まる運
営全体ミーティ
ングに参加する
学生

（写真左下）
イベントブースを
運営する学生の
様子

（写真右下）
試合観戦＋お客
さんの様子を観
察する取り組み

　「スポーツビジネス」は2022年度から経営総合学科の2年生
を対象に開講され、全15回の講義をプロサッカークラブ「FC
岐阜」とタッグを組んで進める全国的にも珍しい講義＝“ない
もの”です。私はかつてJリーグに所属するクラブでプロコー
チとして携わった経験があり、プロスポーツビジネス特有の、
スポーツを「する人」「支える人」「観る人」が作り出す一体
感を学生と共有したいという思いがありました。また、FC岐
阜は岐阜県下の42市町村の全てをホームタウン（本拠地）に
しているJリーグ唯一のクラブです。試合会場で行う各市町村
のイベントはもちろん、地域貢献やSDGs活動に存在する多く
の魅力を知ってほしいという思いもありました。
　一体感を共有させたい思い＝“あるもの”と、FC岐阜の取
り組みを学んでほしい思い＝“あるもの”の、2つの“あるも
の”のかけ合わせから生まれた“ないもの”は、共感してい
ただいた多くの教職員の思いから生まれたといっても過言で
はありません。
　あるもの×あるもの＝ないもの。「コラボ」は近くに存在
するのではないでしょうか？

　ツツジ目ツバキ科ツバキ属 Camellia 
sasanqua。原産地日本における自生地
北限は山口県で、花の色は白であった
らしい。中部大学の生垣や植え込みに
数多く見られる赤い花のサザンカは改
良された品種なのだろう。寒椿（カン
ツバキ）とも呼ばれる。12月から2月
にかけて咲き、「サザンカ、サザンカ咲
いた道、焚き火だ、焚き火だ、落ち葉
焚き。当たろうか当たろうよ、…」（「焚

き火」巽聖歌作詞、渡辺茂作曲、1941）
のとおり、冬の花である。花言葉は「困
難に打ち克つ」「ひたむきさ」などとあ
る。学園へのそんな想いがこの花を植
栽に選んだ人にあったのだろうか。
　杯状の花は美しく、中心には黄色い
多数のオシベがある。ツバキの花に似
るが、ツバキと異なってオシベは房状
に集まらず、花弁はバラバラに散る。
また、ツバキの花弁は基部で繋

つな

がって
いて、散るときには全体が一度に落ち
る。萎れた花を片付ける手間が不要と
英国の園芸の本＊にあった。サザンカの
葉も樹も見かけはツバキに似ているが、
葉はツバキの半分くらいの大きさで、
樹も小ぶりである。ツバキ同様、花の
形態が異なる多数の品種があるらしい。
ツバキ科の葉を食べるチャドクガの幼
虫に刺されると、皮膚が点々と腫れ、
痒い。生垣のサザンカが枯れる原因の

一つはこの虫の食害にあるらしい。18
世紀に欧州に紹介され、ツバキととも
に人気を呼んだが、やがてツバキが隆
盛となった。ツバキの花に香りは無い
が、サザンカに香りのあるものがある。
種子はかつてツバキと同様に油を採る
原料に使われた。
　「山茶花」は中国語でツバキ類一般を
指す「山茶」に由来し、サザンカの名
は山茶花の本来の読みである「サンサ
カ」が訛ったものといわれる。もとは

「さんざか」と言ったが、音位転換した
現在の読みが定着したという。
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